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【HP掲載№D07】 
発表№ E06 
タイトル パナソニックの企業不動産活用を通じたＳＳＴまちづくりの実践 

 ～藤沢ＳＳＴから綱島ＳＳＴ、吹田ＳＳＴ、そして仙台泉ＰＴへ～ 
所属・名前 パナソニック株式会社 坂本 道弘 

パナソニック システムソリューションズ ジャパン株式会社 松井 崇  
キーワード ①スマートタウン  ② エリアマネジメント  ③ ビジネス共創 
パナソニックが企業不動産活用戦略として進めてきている、工場跡地まちづくりとし

てのサスティナブル・スマートタウンについて、そのまちづくりの概要と実践について報
告する。 

 具体的には、２００７年にスタートした第一弾 FujisawaSST の実践を通じて、プロ
ジェクト概要とともに、企画・計画段階におけるコンセプトや数値目標、ガイドラインや
空間設計について、また、整備段階における都市計画技術の活用について、管理・運営段
階におけるマネジメントについて報告する。とくに、スマートタウン実現のためのアーキ
テクチャとマネジメント、プラットフォームについて、都市開発との融合と、エリアマネ
ジメント設計、ビジネス共創の取組みを紹介し、更なる実践の拡大・発展として、
TsunashimaSST、SuitaSST、泉パークタウンについて報告する。 

 




